
2007年4月26日

決算説明会 -2007年3月期-

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。
この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや
不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、
プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また
、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような
違いには、多数の要素が原因となり得ます。
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2006年度連結決算のポイント
ν 5つの事業区分すべてが前年比増収となり、売上高は前年比

17.3％増で過去最高を更新

ν 精密小型モータや機器装置の増益に加え、中型モータの収益改
善が寄与し、営業利益は前年比19.8％増益と過去最高を更新

ν 営業外収益（主に為替差益）の減少により税引前利益は前年比
微増にとどまり、移転価格税制による追徴課税の影響（29億円）
により当期利益は前年比2.5％減益

ν 期末配当金は25円（一株当り）で、年間配当金は前年比38.5％
増配の45円、連結配当性向は16.3％
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事業区分別の売上構成

59.6%
(58.0%)

50.5%
(51.0%)

31.5%
(30.7%)

11.8%
(12.4%)

1.1%

6.1%

9.1%
(7.0%)

13.2%
(13.6%)

23.0%
(24.0%)

精密小型モータ精密精密小型小型モータモータ

その他ＤＣモータ
光ディスク装置用、
ＯＡ機器用、
ステッピングモータ、
その他ブラシレスＤＣモータ

自動車用、家電用、産業用

ダイボンダ、基板検査装置、
高速プレス機器、チップ実装機、
計測機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー、産業用ロボット

カメラシャッタ、レンズユニット、
エンコーダ、スイッチ、
トリマポテンショメータ、
モータ駆動ユニット、
光ピックアップユニット、
部品加工、樹脂成型品

ファンモータ
ＭＰＵクーリング向け、
ゲーム機向け、
ＰＣ・通信機器用、
家電用、自動車用

その他小型モータ
携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ

ＨＤＤモータ

モータモータモータ

4.2%
(4.3%)

自動車部品、
ピボットアッセンブリ、
物流・サービス他、
オルゴール関連商品

中型モータ中型中型モータモータ

機器装置機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他

6,297億円

(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

ＮＭＡ※売上（1.4％）含む
※「日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞ ｱﾝﾄﾞ ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽﾞ」の略称
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連結決算業績

約-61億円※1：為替変動による影響額（前年比）：

+3.3%
+0.5%

117.02円
118.05円

113.31円
117.47円

対米ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

約-29億円※2：移転価格税制による追徴課税額：

310.91-3.3%276.03285.47一株利益（円）

450-2.5%※2399409当期利益

750+1.9%※1656643税引前利益

10.4％10.2%10.0%利益率

750+19.8%640534営業利益

7,200+17.3%6,2975,368売上高

07年度
見込

前年比
06年度
実績

05年度
実績

（億円）
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売上高の推移

2,775

4,859
5,369

6,297

7,200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

（億円）

（見込）

（+17.3％）

（+14.3％）

(   )内は前年比伸び率
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営業利益の推移

220

537 534
640

750

0

200

400

600

800

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

（億円）

（見込）

（+19.8％）

（+17.2％）

(   )内は前年比伸び率
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税引前利益の推移

196

573
644 656

750

0

200

400

600

800

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

（億円）

（見込）

（+1.9％）
（+14.3％）

(   )内は前年比伸び率
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当期利益の推移

161

335
409 399

450

428

0

100

200

300

400

500

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

（億円）

（見込）

（-2.5％）

（+12.7％）

移転価格税制の更正通知受領
に伴う課税額29億円を計上

(   )内は前年比伸び率
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事業区分別業績＜精密小型モータ、中型モータ＞

3,180

2,738

2,227

260

356

420

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

04年度 05年度 06年度

0

100

200

300

400

500

その他小型モータ（左軸）

ファンモータ（左軸）

その他DCモータ（左軸）

HDDモータ（左軸）

営業利益（右軸）

356 378

574

-19

3
6

-200 

0

200

400

600

04年度 05年度 06年度

-20 

0

20

40

60

売上高（左軸）

営業利益（右軸）

（億円） （億円）

（億円） （億円）

売
上
高

精密小型モータ 中型モータ

NMA売上91億円

営業利益率 11.7%   13.0%   13.2% 営業利益率 0.7%     -4.9%     1.0%
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770 732
829

111

156

120

0

400

800

1,200

1,600

04年度 05年度 06年度

0

40

80

120

160

売上高（左軸）

営業利益（右軸）

1,284 1,288

1,447

124

97

81

0

300

600

900

1,200

1,500

04年度 05年度 06年度

0

30

60

90

120

150

売上高（左軸）

営業利益（右軸）

222
233

267
27

21

27

0

50
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150

200

250

300

350

04年度 05年度 06年度

0

5

10

15

20

25

30

35

売上高（左軸）

営業利益（右軸）

事業区分別業績＜機器装置、電子･光学部品、その他＞

（億円） （億円）

機器装置

（億円） （億円）

電子･光学部品

（億円） （億円）

その他

営業利益率
15.6%  15.2%  18.8%

営業利益率
9.7%    7.5%    5.6%

営業利益率
12.1%    8.9%    10.0%



11

四半期別の業績推移

1,225
1,337 1,367

1,440 1,458
1,540

1,593
1,705

96

155 150
133

150
170 170

149

0

300
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900

1,200

1,500

1,800

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

0

50
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150

200
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300

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
（億円） （億円）

2005年度 2006年度
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連結キャッシュフローの推移

314

443

559
647

-211

-459 -440

-790

103

-16

120

-143

-800 

-600 

-400 

-200 

0

200

400

600

800

03年度 04年度 05年度 06年度

営業CF 投資CF フリーCF（億円）
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設備投資、減価償却費、研究開発費

456

406

480

256

297

380

292
328

380

0

100

200

300

400

500

600

05年度 06年度 07年度 05年度 06年度 07年度 05年度 06年度 07年度

設備投資 減価償却費 研究開発費（億円）

（見込） （見込） （見込）
※税制改正に伴う減価償却費への影響額を織り込み済み（数億円）。
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業績見通し

10.4％11.3％9.4％利益率

115.00

138.18

200

320

320

3,400

上期

450250当期利益

750430税引前利益

115.00115.00為替レート（円/USD）

310.91172.73一株利益（円）

750430営業利益

7,2003,800売上高

通期下期（単位：億円）

※税制改正に伴う影響額を織り込み済み（営業利益ベースで数億円）。
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配当金の推移

15.0

22.5

32.5

45.0

50.0

126

240

285 276
311

0

10

20

30

40

50

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

0

100

200

300

400

500

年間配当額 連結EPS（通期、右軸）（円／株）

※2005年11月に1対2の株式分割を実施しており、2005年度中間以前の数字は分割後の株数ベースで遡及修正しています。

（円）

（見込）
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＜参考＞上場グループ企業の業績見込み

連結当期利益連結営業利益連結売上高
（百万円）

253,800

8,300

32,000

22,500

86,000

105,000

07年度
見込

254,545

7,716

26,759

23,430

84,012

112,628

06年度
実績

240,386

6,181

22,599

26,518

63,094

121,994

05年度
実績

14,25018,99119,61521,75022,09723,674
上場５社

合計

1,0009386281,6501,549984
日本電産

リード

2,3002,2802,5603,8003,4733,628
日本電産
コパル電子

9501,1821,0951,8001,8091,905
日本電産
トーソク

4,0004,3042,6606,5005,8275,006
日本電産

コパル

6,00010,28712,6728,0009,43912,151
日本電産
サンキョー

07年度
見込

06年度
実績

05年度
実績

07年度
見込

06年度
実績

05年度
実績

※上記は国内会計基準に基づいて発表された業績数値です。



事業区分別の状況

精密小型モータ
ＨＤＤモータ

その他ＤＣモータ
ファンモータ
中型モータ
機器装置

電子･光学部品
その他
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ＨＤＤモータ：2006年度実績

ν 過去最高の売上実績、出荷数量を達成

⎫ シェア上昇と2.5インチ市場拡大により前年比20％増収

⎫ 出荷数量も前年比22％増

0

500

1,000

1,500

2,000

04年度 05年度 06年度

0

50

100

150

200

売上高（左軸） 出荷数量指数（右軸）

（億円） （04年度＝100）
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ＨＤＤモータ：今期の戦略①

ν ＰＣ・民生用需要増大によ
る市場拡大

– 3.5”は前年比2桁増加

– 2.5”は同3割増加

ν 垂直磁気記録方式採用
の急拡大

– 新製品立ち上げへの先行
対応（設備＆品質）

– 新・長野技術開発センター
による開発体制の強化

ＨＤＤ出荷台数予測（百万台）

237 258 289 317

83
118

152
186

563
498

433
377

0

200

400

600

05年 06年 07年（予） 08年(予）

3.5"HE 3.5"DT 2.5" Sub1.8"

ＨＤＤ記録方式別の出荷台数（百万台）

377
406

335

0
28

333

230163

0

100

200

300

400

500

05年 06年 07年（予） 08年（予）

長手記録方式 垂直磁気記録方式

前年比15％増

前年比5.8倍

(Source: TSR, 2007)

高シェア維持による安定売上成長の確保
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NPT-2：タイ日本電産精密 第二工場＜仮称＞

ＨＤＤモータ：今期の戦略②

ν 部品内製能力の強化

– Brilliant社からのHDDベー
ス供給体制の確立

– 部品内製工場（NPT-2）の
稼動準備

ν 差別化戦略の推進

– 独自技術（焼結軸受、自動
化ライン）の投入

– 特許活用による技術・製品
競争力の確保

付加価値（収益）拡大への体制強化

ＨＤＤ用ベース

ＨＤＤ用ブラケット

2007年8月末（竣工予定）

焼結含油軸受

自動機導入ライン
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その他ＤＣモータ：2006年度実績

0

200

400

600

800

04年度 05年度 06年度

50

100

150

200

250

売上高（日本電産、左軸） 売上高（グループ会社、左軸）

出荷数量指数（日本電産、右軸）

ν 過去最高の売上実績、出荷数量を達成

⎫ 主力の光ディスク装置用は前年比２桁増収を継続

⎫ OA機器用や標準機種も前年比４割増

（億円） （04年度＝100）
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その他ＤＣモータ：今期の戦略

日本電産のＤＣモータ売上高（億円）

0

200

400

600

04年度 05年度 06年度

光ディスク装置向け ＯＡ・家電ほか向け

ν ＯＡ機器、高級家電向
けモータの拡販

ν 標準モータの強力拡販

– 販売チャネルの拡大

ν 光ディスク市場での高
シェア確保

– 次世代光ディスク

– 薄型（スリム）装置

新市場、新顧客開拓を強力推進
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ファンモータ：2006年度実績

0

100
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300

400

04年度 05年度 06年度

90

100

110

120

130

売上高（左軸） 出荷数量指数（右軸）

ν 過去最高の売上実績、出荷数量を達成

⎫ 数量･金額ベースとも10％超の増加率

⎫ 海外客先向け、ゲーム機向けが拡大

（億円） （04年度＝100）
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ファンモータ：今期の戦略

ファンモータの売上高（億円）

0

100

200

300

400

500

04年度 05年度 06年度

ν 新標準設計機種（23機種）

を全世界に向け拡販

– 北米、台湾オフショア市場

– ＰＣ、通信機器、車載向け

新市場、新顧客開拓を強力推進
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中型モータ：2006年度実績

356 378

574

3

-19

6

-200 

0

200

400

600

04年度 05年度 06年度

-20 

0

20

40

60

日本電産シバウラ 日本電産パワーモータ 日本電産

NMA 営業利益（右軸）

ν 売上拡大、原価改善の進展で黒字転化

⎫ 家電・産業用は前年比20％超の増収、車載用も前年比66％増

⎫ 4QよりNMAを連結し売上計上

（億円） （億円）

売
上
高
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中型モータ：今期の戦略

ν ＮＭＡの本格稼動開始
⎫ 生産拠点の再編、新設、拡張

強化

⎫ 開発･生産リソースの相互活用
推進

ν 日本電産シバウラ、日本電産
パワーモータの収益改善
⎫ 家電モータ市場拡大に伴う数

量増

⎫ 技術革新による新製品投入

⎫ マネジメント強化で更なる利益
改善を推進

ＮＭＡポーランド工場

高級家電用モータ
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機器装置：2006年度実績

829
732

770

120 111

156

0
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0

50

100

150

200

日本電産サンキョー 日本電産シンポ＆リード 日本電産キョーリ

日本電産コパル 日本電産トーソク その他

営業利益（右軸）

ν 売上高、営業利益とも過去最高を更新

⎫ 設備投資関連需要好調で前年比2桁増収

⎫ 営業利益は前年比40％超の大幅増益

（億円） （億円）

売
上
高
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ν 産業用ロボットの新製品・新市場
開拓

⎫ 第10世代液晶ガラス搬送ロボット
の先行投入

⎫ 半導体ウェハ搬送用ロボットの量産
拡大

ν ＦＡ需要拡大への対応

⎫ 日本電産シンポの減速機

⎫ 日本電産キョーリの高速プレス機

機器装置：今期の戦略

減速機

高速プレス機

第10世代
液晶ガラス基板搬送ロボット
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電子･光学部品：2006年度実績

1,447
1,2881,284
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その他 営業利益（右軸）

ν 過去最高の売上高を記録、営業利益は回復遅延

⎫ デジカメ需要好調による光学部品・外装品が大幅増収

⎫ 納入優先による原価改善の遅延

（億円） （億円）

売
上
高

30

その他：2006年度実績
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日本電産トーソク 日本電産ほか 営業利益（右軸）

ν 売上高が過去最高を更新

⎫ ＨＤＤ用ピボットアッセンブリが前年比1.6倍の大幅増収

⎫ 営業利益率は2桁へ改善

（億円） （億円）

売
上
高
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ν 自動車部品の収益改善対応
⎫ CVT用コントロールバルブを軸に

ベトナム生産の強化・拡大

ν HDD用ピボットアッセンブリの
量産拡大
⎫ 3.5”、2.5”の市場拡大に対応

ν 光学部品の生産拡大と収益
改善スピードアップ
⎫ DSC用／携帯電話用のシャッ

ター、レンズユニット

ν 産業用電子部品（スイッチ）の
世界シェア拡大
⎫ フジソクとの生産･販売シナ

ジーの強化

電子･光学部品、その他：今後の戦略

電子･光学部品 その他

CVT用コントロールバルブ HDDピボットアッセンブリDSC用レンズユニット 産業用スイッチ

中期経営目標
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中期経営目標
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（見込） （目標）

営業利益
1,000億円

売上高1兆円
M&Aによる1,500億円含む（億円） （億円）

売
上
高

営
業
利
益
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事業別の中期ビジョン

事業別の売上高（億円）

1,646 1,982

1,470

1,772

732

829
1,521

1,714

05年度 06年度

光学･電子部品ほか

機器装置

その他モータ製品
（中型モータ含む）

ＨＤＤモータ

ν 中期ビジョンにおける
各事業の位置づけ

安定成長分野
ＨＤＤモータ

安定成長分野
ＨＤＤモータ

成長事業分野
車載用モータ

ブラシレスＤＣモータ

成長事業分野
車載用モータ

ブラシレスＤＣモータ

高付加価値分野
ロボット、ＦＡ機器

光学部品（携帯電話用）

高付加価値分野
ロボット、ＦＡ機器

光学部品（携帯電話用）

25-30％

40-45％

30-35％

売上構成
（中期ビジョン）

１兆円

6,297億円

モ
ー
タ
製
品

応
用
製
品



35

事業別の重点施策

安定成長分野
ＨＤＤモータ

安定成長分野
ＨＤＤモータ

成長事業分野
車載用モータ

ブラシレスＤＣモータ製品

成長事業分野
車載用モータ

ブラシレスＤＣモータ製品

高付加価値分野
ロボット、ＦＡ機器

光学部品（携帯電話用）

高付加価値分野
ロボット、ＦＡ機器

光学部品（携帯電話用）

部品内製化の促進

標準品ラインナップ強化と開発、
生産の効率改善

車載用モータ事業の強化

独自技術／特許による差別化

高収益・高付加価値の製品
および市場開拓

Ｍ＆Ａ活用
（対象分野）

Ｍ＆Ａ活用
（対象分野）

車載モータ事業
制御システム技術

競合会社

車載モータ事業
制御システム技術

競合会社

部品内製化
生産技術

部品内製化
生産技術

競合会社
部品内製化

競合会社
部品内製化

成長ドライバー（売上、利益）

年率10％超成長持続、利益率向上

高収益の製品・市場開拓

直近のＭ＆Ａ案件
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フジソク、Valeo Motors & Actuators

100％98.8％所有比率

ドイツ、ポーランド、スペイン、メキシコ日本（那須、館山）主要生産拠点

※特別項目控除前。控除後では-4
百万ユーロ（約-6億円）

親会社は日本電産コパル電子備考

ｴｱﾌﾛｰｼｽﾃﾑ、座席ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、ﾎﾞ
ﾃﾞｨ･ｸﾛｰｼﾞｬｰ･ｼｽﾃﾑ、ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾗ

ｲﾝ及びｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

スイッチ、メモリーカード、パネ
ルスイッチ、計測器

事業・製品

約1,700名212名従業員数

売上高 253百万ユーロ（約390億円）

営業利益 9百万円ユーロ（約14億円※）

（2005年12月期）

売上高 71億円

営業利益 4億円

（2006年3月期）

連結業績

（決算期）

142百万ユーロ（約220億円）約9億円買収金額

2006年12月27日2006年11月8日買収日

Valeo Motors & Actuators
（現：日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞ ｱﾝﾄﾞ ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽﾞ）

フジソク
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Brilliant Manufacturing、日本サーボ

51.0％87％所有比率

国内（桐生、埼玉）、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｲ
ﾝﾄﾞﾈｼｱ、中国

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾀｲ、中国主要生産拠点

東京証券取引所第2部上場シンガポール証券取引所上場備考

モータ（ブラシレス、ＡＣサーボ、ステッ
ピング）、モータ応用製品（センサ）

ＨＤＤ用ベースプレート、ブラケット、
トップカバー

事業・製品

約4,250名2,950名従業員数

売上高 286億円

営業利益 -7億円

（2006年3月期）

売上高 131百万Sﾄﾞﾙ（約103億円）

営業利益 2百万Sﾄﾞﾙ（約1億円）

（2006年9月期）

連結業績

（決算期）

約47億円約170百万Sﾄﾞﾙ（約134億円）買収金額

2007年4月27日（予定）2007年2月23日買収日

日本サーボBrilliant Manufacturing



お問い合わせ先
日本電産株式会社 ＩＲ部

<TEL> 075-935-6140

<E-mail> ir@nidec.co.jp

お持ちのパソコン、携帯電話にＩＲ情報を配信しています

詳しくは弊社ウェブサイトをご覧下さい

http://www.nidec.co.jp/


